
議
案
第
二
十
六
号 

 
宇
部
市
手
数
料
徴
収
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
手
数
料
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

別
表
交
付
手
数
料
の
部
中 

「 

戸
籍
の
謄
本
又
は
抄

本
の
交
付 

四
五
〇
円 

（
多
機
能
端
末
機
に
よ
り
交
付
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
五
〇
円
） 

除
か
れ
た
戸
籍
の
謄

本
又
は
抄
本
の
交
付 

七
五
〇
円 

戸
籍
法
（
昭
和
二
二

年

法

律

第

二

二

四

号
）
の
規
定
に
基
づ

く
届
出
若
し
く
は
申

請
の
受
理
の
証
明
書

又
は
書
類
に
記
載
し

た
事
項
の
証
明
書
の

交
付 

三
五
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「 

戸
籍
の
謄
本
若
し
く

は
抄
本
又
は
戸
籍
証

明
書
の
交
付 

四
五
〇
円 

（
多
機
能
端
末
機
に
よ
り
交
付
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
五
〇
円
） 

戸
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発 

 

を 

3
3



行
（
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方

法
（
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
部
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
よ
り

戸
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発

行
を
行
う
場
合
（
当

該
発
行
に
係
る
戸
籍

電
子
証
明
書
の
請
求

が
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
方
法

に
よ
り
行
わ
れ
た
場

合
に
限
る
。
）
に
お

け
る
当
該
発
行
及
び

戸
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発

行
に
係
る
戸
籍
電
子

証
明
書
の
請
求
を
行

う
者
が
同
時
に
当
該

戸
籍
電
子
証
明
書
が

証
明
す
る
事
項
と
同

一
の
事
項
を
証
明
す

る
戸
籍
の
謄
本
若
し

く
は
抄
本
又
は
戸
籍

証
明
書
の
請
求
を
行

う
場
合
に
お
け
る
当

該
発
行
を
除
く
。
） 

四
〇
〇
円 

除
か
れ
た
戸
籍
の
謄

本
若
し
く
は
抄
本
又

は
除
籍
証
明
書
の
交

付 

七
五
〇
円 

3
4



 
 

除
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発

行
（
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
除
籍
電
子

証
明
書
提
供
用
識
別

符
号
の
発
行
を
行
う

場
合
（
当
該
発
行
に

係
る
除
籍
電
子
証
明

書
の
請
求
が
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
方
法
に
よ
り
行

わ

れ

た

場

合

に

限

る
。
）
に
お
け
る
当

該
発
行
及
び
除
籍
電

子
証
明
書
提
供
用
識

別
符
号
の
発
行
に
係

る
除
籍
電
子
証
明
書

の
請
求
を
行
う
者
が

同
時
に
当
該
除
籍
電

子
証
明
書
が
証
明
す

る
事
項
と
同
一
の
事

項
を
証
明
す
る
除
か

れ
た
戸
籍
の
謄
本
若

し
く
は
抄
本
又
は
除

籍
証
明
書
の
請
求
を

行
う
場
合
に
お
け
る

当
該
発
行
を
除
く
。
） 

七
〇
〇
円 

戸
籍
法
（
昭
和
二
二

年
法
律
第
二
二
四
号

）
の
規
定
に
基
づ
く

届
出
若
し
く
は
申
請 

 

3
5



の
受
理
の
証
明
書
、

届
書
そ
の
他
受
理
し

た
書
類
に
記
載
し
た

事
項
の
証
明
書
又
は

届
書
等
情
報
の
内
容

の
証
明
書
の
交
付 

三
五
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

同
表
閲
覧
照
査
手
数
料
の
部
中
「
書
類
」
を
「
届
書
そ
の
他
受
理
し
た
書
類
又
は
届
書
等
情
報
の

内
容
を
表
示
し
た
も
の
」
に
改
め
、
同
表
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
部
、

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
手
数
料
の
部
及
び
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
変

更
適
合
性
判
定
手
数
料
の
部
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を

「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
表
軽
微
変
更
該
当

証
明
申
請
手
数
料
の
部
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」

を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
表
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
部
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

向
上
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
の
部
及
び
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
認
定
申
請
手

数
料
の
部
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
及
び
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
の
新

設
そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

に
改
め
、 

3
6



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

手
数

料
の

種
類 

区
分 

手
数
料
の
額
（
一
件
に
つ
き
）

件
数

の
区

分 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

交
付

手
数

料 

 

一
通

又
は

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

  
 

戸
籍
の

謄
本
又

は
抄
本

の
交
付

若
し
く

は
抄
本

又
は
戸 

四
五
〇
円 

（
多
機
能
端
末
機
に
よ
り
交

付
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

一
五
〇
円
） 

 

戸
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
（

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

（
総
務

省
令
で

定
め
る

も
の
に

限
る
。

以
下
こ

の
部
に

お
い
て

同
じ
。 

手
数

料
の

種
類 

区
分 

手
数
料
の
額
（
一
件
に
つ
き
）

件
数

の
区

分 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

交
付

手
数

料 

 

一
通

又
は

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

  
 

戸
籍
の

謄
本
若

し
く
は

抄
本
又

は
戸
籍

証
明
書

の
交
付 

四
五
〇
円 

（
多
機
能
端
末
機
に
よ
り
交

付
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

一
五
〇
円
） 

 

戸
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
（

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

（
総
務

省
令
で

定
め
る

も
の
に

限
る
。

以
下
こ

の
部
に

お
い
て

同
じ
。 

3
7



 

 

）
に
よ

り
戸
籍

電
子
証

明
書
提

供
用
識

別
符
号

の
発
行

を
行
う

場
合
（

当
該
発

行
に
係

る
戸
籍

電
子
証

明
書
の

請
求
が

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

に
よ
り

行
わ
れ

た
場
合

に
限
る

。
）
に

お
け
る

当
該
発

行
及
び

戸
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
に

係
る
戸

籍
電
子

証
明
書

の
請
求 

四
〇
〇
円

 

）
に
よ

り
戸
籍

電
子
証

明
書
提

供
用
識

別
符
号

の
発
行

を
行
う

場
合
（

当
該
発

行
に
係

る
戸
籍

電
子
証

明
書
の

請
求
が

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

に
よ
り

行
わ
れ

た
場
合

に
限
る

。
）
に

お
け
る

当
該
発

行
及
び

戸
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
に

係
る
戸

籍
電
子

証
明
書

の
請
求 

四
〇
〇
円

3
8



 

 

を
行
う

者
が
同

時
に
当

該
戸
籍

電
子
証

明
書
が

証
明
す

る
事
項

と
同
一

の
事
項

を
証
明

す
る
戸

籍
の
謄

本
若
し

く
は
抄

本
又
は

戸
籍
証

明
書
の

請
求
を

行
う
場

合
に
お

け
る
当

該
発
行

を
除
く

。
） 

 

除
か
れ

た
戸
籍

の
謄
本

又
は
抄

本
の
交

付
若
し

く
は
抄

本
又
は

除 

七
五
〇
円

 

除
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

 

を
行
う

者
が
同

時
に
当

該
戸
籍

電
子
証

明
書
が

証
明
す

る
事
項

と
同
一

の
事
項

を
証
明

す
る
戸

籍
の
謄

本
若
し

く
は
抄

本
又
は

戸
籍
証

明
書
の

請
求
を

行
う
場

合
に
お

け
る
当

該
発
行

を
除
く

。
） 

 

除
か
れ

た
戸
籍

の
謄
本

若
し
く

は
抄
本

又
は
除

籍
証
明

書
の
交

付 

七
五
〇
円

 

除
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

3
9



 

 

符
号
の

発
行
（

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

に
よ
り

除
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
を

行
う
場

合
（
当

該
発
行

に
係
る

除
籍
電

子
証
明

書
の
請

求
が
電

子
情
報

処
理
組

織
を
使

用
す
る

方
法
に

よ
り
行

わ
れ
た

場
合
に

限
る
。

）
に
お

け
る
当

該
発
行

及
び
除

籍
電
子

証
明
書

提
供
用

 

符
号
の

発
行
（

電
子
情

報
処
理

組
織
を

使
用
す

る
方
法

に
よ
り

除
籍
電

子
証
明

書
提
供

用
識
別

符
号
の

発
行
を

行
う
場

合
（
当

該
発
行

に
係
る

除
籍
電

子
証
明

書
の
請

求
が
電

子
情
報

処
理
組

織
を
使

用
す
る

方
法
に

よ
り
行

わ
れ
た

場
合
に

限
る
。

）
に
お

け
る
当

該
発
行

及
び
除

籍
電
子

証
明
書

提
供
用

七
〇
〇
円

4
0



 

 

識
別
符

号
の
発

行
に
係

る
除
籍

電
子
証

明
書
の

請
求
を

行
う
者

が
同
時

に
当
該

除
籍
電

子
証
明

書
が
証

明
す
る

事
項
と

同
一
の

事
項
を

証
明
す

る
除
か

れ
た
戸

籍
の
謄

本
若
し

く
は
抄

本
又
は

除
籍
証

明
書
の

請
求
を

行
う
場

合
に
お

け
る
当

該
発
行

を
除
く

。
） 

 

戸
籍
法

（
昭
和

二
二
年

法
律
第

二
二
四 

 

識
別
符

号
の
発

行
に
係

る
除
籍

電
子
証

明
書
の

請
求
を

行
う
者

が
同
時

に
当
該

除
籍
電

子
証
明

書
が
証

明
す
る

事
項
と

同
一
の

事
項
を

証
明
す

る
除
か

れ
た
戸

籍
の
謄

本
若
し

く
は
抄

本
又
は

除
籍
証

明
書
の

請
求
を

行
う
場

合
に
お

け
る
当

該
発
行

を
除
く

。
） 

 

戸
籍
法

（
昭
和

二
二
年

法
律
第

二
二
四 

4
1



 

 

号
）
の

規
定
に

基
づ
く

届
出
若

し
く
は

申
請
の

受
理
の

証
明
書

又
は
書

類
に
記

載
し
た

事
項
の

証
明
書

の
交
付

、
書
類

に
記
載

し
た
事

項
の
証

明
●
●

●
●
●

●
●
●

●
● 

三
五
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 

閲
覧

照
査

手
数

料 

戸
籍
法

の
規
定

に
基
づ

く
書
類

又
は
届

書
等
情

報
の
内

容
を
表

示
し
た

も
の
●

●
●
●

●
●
●

●
●
の

閲
覧 

三
五
〇
円

一
回

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 

 

号
）
の

規
定
に

基
づ
く

届
出
若

し
く
は

申
請
の

受
理
の

証
明
書

、
届
書

そ
の
他

受
理
し

た
書
類

に
記
載

し
た
事

項
の
証

明
書
又

は
届
書

等
情
報

の
内
容

の
証
明

書
の
交

付 
三
五
〇
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 

閲
覧

照
査

手
数

料 

戸
籍
法

の
規
定

に
基
づ

く
届
書

そ
の
他

受
理
し

た
書
類

又
は
届

書
等
情

報
の
内

容
を
表

示
し
た

も
の
の

閲
覧 

三
五
〇
円

一
回

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 

4
2



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
認

定
申

請
手

数
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

８ 

非
住
宅
建
築
物
等
の
う
ち
工
場
等
の

用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
申
請
書
に
、
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
●
（
平
成
二
七
年
法
律
第

五
三
号
）
第
一
五
条
第
一
項
の
登
録
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
以

下
「
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

判
定
機
関
」
と
い
う
。
）
が
作
成
し
た
適

合
証
の
添
付
が
あ
る
場
合
の
手
数
料
の

額
は
、
次
に
掲
げ
る
床
面
積
の
合
計
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
を

前
記
の
手
数
料
の
額
か
ら
減
じ
た
額
と

す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

適
合

性
判

定
手

数
料 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法

律
●
第

一
二
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

適
合
性   

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

低
炭

素
建

築
物

新
築

等
計

画
認

定
申

請
手

数
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

８ 

非
住
宅
建
築
物
等
の
う
ち
工
場
等
の

用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
申
請
書
に
、
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
七
年
法
律
第

五
三
号
）
第
一
五
条
第
一
項
の
登
録
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
（
以

下
「
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

判
定
機
関
」
と
い
う
。
）
が
作
成
し
た
適

合
証
の
添
付
が
あ
る
場
合
の
手
数
料
の

額
は
、
次
に
掲
げ
る
床
面
積
の
合
計
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
を

前
記
の
手
数
料
の
額
か
ら
減
じ
た
額
と

す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

建
築

物
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

適
合

性
判

定
手

数
料 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る

法
律
第

一
二
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

適
合
性  

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

4
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判
定
に

関
す
る

申
請
又

は
同
法

第
一
三

条
第
二

項
の
規

定
に
よ

り
通
知

さ
れ
る

計
画
に

対
す
る

審
査 

 
 

 
 

 
 

 

建
築

物
エ 

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

変
更

適
合

性
判

定
手

数
料 

建
築
物

の
エ
ネ 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法

律
●
第

一
二
条

第
二
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

変
更
適

合
性
判

定
に
関

す
る
申

請
又
は

同
法
第

一
三
条

第
三
項  

 

一
枚

を
も 

 
 

 
 

                   

 

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 

判
定
に

関
す
る

申
請
又

は
同
法

第
一
三

条
第
二

項
の
規

定
に
よ

り
通
知

さ
れ
る

計
画
に

対
す
る

審
査 

 
 

 
 

 
 

 
建
築

物
エ 

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

変
更

適
合

性
判

定
手

数
料 

建
築
物

の
エ
ネ 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る

法
律
第

一
二
条

第
二
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

変
更
適

合
性
判

定
に
関

す
る
申

請
又
は

同
法
第

一
三
条

第
三
項  

 

一
枚

を
も 

 
 

 
 

                   

 

つ
て

一
件

と
す

る
。 
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の
規
定

に
よ
り

通
知
さ

れ
る
計

画
の
変

更
に
対

す
る
審

査 

 
 

   

軽
微

変
更

該
当

証
明

申
請

手
数

料 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法 

律
施
行

規
則
●

（
平
成

二
八
年

国
土
交

通
省
令

第
五
号

）
第
三

条
に
規

定
す
る

軽
微
変

更
に
該

当
す
る

証
明
申

請
に
対

す
る
審

査 

 
 

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

         

 
 

 
 

 
 

 

   

建
築

物
エ

ネ
ル 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー       

 

一
枚

を
も

つ
て 

の
規
定

に
よ
り

通
知
さ

れ
る
計

画
の
変

更
に
対

す
る
審

査 

 
 

   

軽
微

変
更

該
当

証
明

申
請

手
数

料 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る 

法
律
施

行
規
則

（
平
成

二
八
年

国
土
交

通
省
令

第
五
号

）
第
三

条
に
規

定
す
る

軽
微
変

更
に
該

当
す
る

証
明
申

請
に
対

す
る
審

査 

 
 

一
枚

を
も

つ
て

一
件

と
す

る
。 

         

 
 

 
 

 
 

 

   

建
築

物
エ

ネ
ル 

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー       

 

一
枚

を
も

つ
て 

4
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ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

認
定

申
請

手
数

料 

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法

律
●
第

三
五
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
の
認

定
の
申

請
に
対

す
る
審

査 

                  

 
 

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

３ 

非
住
宅
建
築
物
等
（
モ
デ
ル
建
物
法
基

準
に
よ
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
係
る
申
請
書
に
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
作
成
し
た

当
該
申
請
に
係
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
●

第
三
五
条
第
一
項
各
号
（
同
法
第
三
六
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
誘
導
基
準

適
合
証
」
と
い
う
。
）
の
添
付
が
あ
る
場

合
の
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
床
面

積
の
合
計
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の
額
か

ら
減
じ
た
額
と
す
る
。 

１２ 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
●
第
三
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
場
合
の 

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

認
定

申
請

手
数

料 

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る

法
律
第

三
五
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
の
認

定
の
申

請
に
対

す
る
審

査 

                  

 
 

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

３ 

非
住
宅
建
築
物
等
（
モ
デ
ル
建
物
法
基

準
に
よ
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
係
る
申
請
書
に
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
作
成
し
た

当
該
申
請
に
係
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

第
三
五
条
第
一
項
各
号
（
同
法
第
三
六
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
誘
導
基
準

適
合
証
」
と
い
う
。
）
の
添
付
が
あ
る
場

合
の
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
床
面

積
の
合
計
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の
額
か

ら
減
じ
た
額
と
す
る
。 

１２ 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
三
五
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
場
合
の

4
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手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
等
確
認
申
請
手

数
料
の
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の
額
に

相
当
す
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の
額
に

加
算
し
た
額
と
す
る
。 

建
築

物
エ 

建
築
物

の
エ
ネ  

 

一
枚

を
も 

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

変
更

認
定

申
請

手
数

料 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法

律
●
第

三
六
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
の
変

更
の
認

定
の
申

請
に
対

す
る
審

査 

 
 

つ
て

一
件

と
す

る
。 

          

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

１３ 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
に
関
す
る
法
律
●
第
三
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
場

合
の
手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
等
確
認
申

請
手
数
料
の
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の

額
に
相
当
す
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の

額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

建
築

物
エ 

建
築
物

の
エ
ネ  

 
 

一
枚

を
も 

 

手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
等
確
認
申
請
手

数
料
の
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の
額
に

相
当
す
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の
額
に

加
算
し
た
額
と
す
る
。 

建
築

物
エ 

建
築
物

の
エ
ネ  

 

一
枚

を
も 

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

向
上

計
画

変
更

認
定

申
請

手
数

料 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る

法
律
第

三
六
条

第
一
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
の
変

更
の
認

定
の
申

請
に
対

す
る
審

査 

 
 

つ
て

一
件

と
す

る
。 

          

 
 

 
 

 
 

 
備
考 

１３ 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の

向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
三
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
場

合
の
手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
等
確
認
申

請
手
数
料
の
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の

額
に
相
当
す
る
額
を
前
記
の
手
数
料
の

額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
。 

建
築

物
エ 

建
築
物

の
エ
ネ  

 
 

一
枚

を
も 

4
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ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

に
係

る
認

定
申

請
手

数
料 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
に
関

す
る
法

律
●
第

四
一
条

第
二
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
に
係

る
認
定

の
申
請

に
対
す

る
審
査          

 
 

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

２ 

非
住
宅
建
築
物
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
定
め
る
基
準
に

よ
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

る
申
請
書
に
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
判
定
機
関
が
作
成
し
た
当
該

申
請
に
係
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
●
第
二

条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下

こ
の
部
に
お
い
て
「
適
合
証
」
と
い
う
。

）
又
は
市
長
が
別
に
定
め
る
書
類
の
添
付

が
あ
る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲

げ
る
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
を
前
記
の
手
数

料
の
額
か
ら
減
じ
た
額
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
ル

ギ
ー

消
費

性
能

に
係

る
認

定
申

請
手

数
料 

ル
ギ
ー

消
費
性

能
の
向

上
等
に

関
す
る

法
律
第

四
一
条

第
二
項

の
規
定

に
よ
る

建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
に
係

る
認
定

の
申
請

に
対
す

る
審
査          

 
 

つ
て

一
件

と
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備
考 

２ 

非
住
宅
建
築
物
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
定
め
る
基
準
に

よ
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

る
申
請
書
に
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
判
定
機
関
が
作
成
し
た
当
該

申
請
に
係
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下

こ
の
部
に
お
い
て
「
適
合
証
」
と
い
う
。

）
又
は
市
長
が
別
に
定
め
る
書
類
の
添
付

が
あ
る
場
合
の
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲

げ
る
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
を
前
記
の
手
数

料
の
額
か
ら
減
じ
た
額
と
す
る
。 
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令和６年３月市議会 総務財政委員会資料（市民課） 

 

議案第２６号 

 

宇部市手数料徴収条例中一部改正の件 

 

１ 要  旨 

戸籍法（昭和 22 年法律第 224 号）の一部改正に伴い、手数料の新設その他所要の

整備を行うもの。 

 

２ 改正内容  

（１）新たに開始する電子証明書提供用識別符号発行に係る規定の追加 

戸籍電子証明書提供用識別符号の発行 ４００円 

除籍電子証明書提供用識別符号の発行 ７００円 

（２）電子化された届書等情報の内容の証明書交付事務及び閲覧事務の追加 

 

３  施 行 日 
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議
案
第
二
十
二
号 

 
宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例
制
定
の
件 

 

宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
条
例
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
期
末
手
当
」
を
「
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
） 

第
十
二
条
の
二 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇
月
以
上
の
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

２ 

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
） 

第
二
十
二
条
の
二 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇
月
以
上
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例

第
十
九
条
の
六
第
三
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給

料
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
）
以
前
六
箇
月
以

内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
お
け
る
報
酬
（
フ
ル
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
市
規
則
で
定
め
る
額
を
除
く
。
）
の
一
箇
月

当
た
り
の
平
均
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

2
1



２ 

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
宇
部
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

宇
部
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
七
条
第
二
項
中
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十

二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）

を
除
く
。
）
」
を
削
る
。 

第
八
条
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を
「
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六

十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

（
宇
部
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

宇
部
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
条
例
第

七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
第
一
項
中
「
、
第
十
条
の
三
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
十
条
及
び
第
十

条
の
三
」
を
「
及
び
第
十
条
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
定
の
追
加
そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

2
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

宇
部
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
条
例
第
六
号
） 

旧 

新 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
） 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
給
与
と
は
、
法
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
（
以
下
「
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
通
勤
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
宿
日

直
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
及
び

期
末
手
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
い
い
、
同
項
第
一
号
に

掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ

て
は
報
酬
及
び
期
末
手
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
い
う
。 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
給
与
と
は
、
法
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
（
以
下
「
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
給
料
、
通
勤
手

当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
宿
日

直
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
期

末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
い
い
、
同
項
第
一
号
に

掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ

て
は
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
い
う
。 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
） 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
） 

第
十
二
条 

第
十
二
条 

 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
） 

 

第
十
二
条
の
二 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
の
規
定

は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇
月
以
上
の
フ
ル
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

２ 

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
） 

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
） 

第
二
十
二
条 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
三
か
ら
第
十

九
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇

月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
著
し
く
少
な
い

者
と
し
て
市
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下

こ
の
条 

 
 
 
 
 
 
 

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

十
九
条
の
三
第
四
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て

は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
附
則
第

十
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
職
員

第
二
十
二
条 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
三
か
ら
第
十

九
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇

月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
著
し
く
少
な
い

者
と
し
て
市
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第

十
九
条
の
三
第
四
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て

は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
附
則
第

十
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
職
員
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が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
給
料
の
月

額
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
日
）
以
前
六
箇
月
以
内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
お
け

る
報
酬
（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の

均
衡
を
考
慮
し
て
市
規
則
で
定
め
る
額
を
除
く
。
）

の
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
額
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合

計
額
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
給
料
の
月

額
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
日
）
以
前
六
箇
月
以
内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
お
け

る
報
酬
（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の

均
衡
を
考
慮
し
て
市
規
則
で
定
め
る
額
を
除
く
。
）

の
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
額
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

 
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手

当
） 

第
二
十
二
条
の
二 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
の
規

定
は
、
任
期
の
定
め
が
六
箇
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
給
与
条
例
第
十
九
条
の
六

第
三
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い

て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
の
月
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
（
退
職
し
、
又
は

死
亡
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
）
以
前

六
箇
月
以
内
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
お
け
る
報
酬
（
フ
ル
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て

市
規
則
で
定
め
る
額
を
除
く
。
）
の
一
箇
月
当
た

り
の
平
均
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

   

宇
部
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
条
例
第
三
号
） 

旧 

新 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
等
の
支

2
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給
） 

給
） 

第
七
条 

第
七
条 

２ 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職

員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基

準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し

た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に
係
る

勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。 

２ 

給
与
条
例
第
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
に
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職

員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
基

準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
し

た
期
間
が
あ
る
職
員
に
は
、
当
該
基
準
日
に
係
る

勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
。 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る

号
給
の
調
整
） 

（
育
児
休
業
を
し
た
職
員
の
職
務
復
帰
後
に
お
け
る

号
給
の
調
整
） 

第
八
条 

育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
会
計
年
度
任
用

職
員
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任

を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
、

部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
育
児
休
業
の
期
間
を
百

分
の
百
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た
期

間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
市

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
号
給
を
調
整
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

第
八
条 

育
児
休
業
を
し
た
職
員
（
地
方
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）

を
除
く
。
）
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
、

部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
育
児
休
業
の
期
間
を
百

分
の
百
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て
得
た
期

間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
市

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
号
給
を
調
整
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

   

宇
部
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
条
例
第
七
十
三
号
） 

旧 

新 

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

第
十
二
条 

第
三
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で
、

第
十
条
、
第
十
条
の
三
及
び
前
条
の
規
定
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な

い
。 

第
十
二
条 

第
三
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で
、

第
十
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

及
び
前
条
の
規
定
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な

い
。 

２ 

第
三
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で
、
第
十
条

及
び
第
十
条
の
三
の
規
定
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

２ 

第
三
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で
及
び
第
十

条 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
規
定
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

2
5



議
案
第
二
十
三
号 

 
宇
部
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

第
十
九
条
の
九
第
四
項
中
「
、
第
十
九
条
の
二
の
二
及
び
第
十
九
条
の
六
」
を
「
及
び
第
十
九

条
の
二
の
二
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
臨
時
的

任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

2
7



 

 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

第
十
九
条
の
九 

第
十
九
条
の
九 

４ 

第
九
条
か
ら
第
十
条
の
二
、
第
十
九
条
の
二
、

第
十
九
条
の
二
の
二
及
び
第
十
九
条
の
六
の
規
定

は
、
法
第
二
十
二
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
臨

時
的
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

４ 

第
九
条
か
ら
第
十
条
の
二
、
第
十
九
条
の
二
及

び
第
十
九
条
の
二
の
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
規
定

は
、
法
第
二
十
二
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
臨

時
的
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

2
8



 

 

 

 

 

 

議案第 23 号 

宇部市職員の給与に関する条例中一部改正の件（概要） 

 

 

【要 旨】  

会計年度任用職員への勤勉手当支給を可能とする地方自治法の一部改正の趣旨を踏

まえ、臨時的任用職員の勤勉手当の支給に関する規定について所要の整備を行うもの。 

 

【施行日及び適用日】 令和 6 年 4 月 1 日  

 

議案第 22 号 

宇部市会計年度任用職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条

例制定の件（概要） 

【要 旨】 

地方自治法の一部改正に伴い、会計年度任用職員の勤勉手当の支給に関する 3

つの条例について所要の整備を行うもの。 

 

【内 容】 

１ 宇部市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正 

会計年度任用職員に勤勉手当を支給可能とするもので、第２条第１項中「及び期末手

当」を「、期末手当及び勤勉手当」に改める。その他、条件等の規定の追加を行う。 

 

２ 宇部市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

育児休業をしている職員の期末手当等の支給について改正するもので、勤勉手当の支

給に関する適用除外を外す。 

 

３ 宇部市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正 

会計年度任用職員に勤勉手当を支給可能とするもの（公営企業）で、勤勉手当の支給

に関する適用除外を外す。 

 

４ 施行日及び適用日  令和 6 年 4 月 1 日 

 



議
案
第
二
十
四
号 

 

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
宇
部
市
職
員
の
懲
戒
免
除
及
び
宇
部
市
職
員
の
賠
償 

責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
廃
止
の
件 

 

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
宇
部
市
職
員
の
懲
戒
免
除
及
び
宇
部
市
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
く

債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
条
例
第
三
十
二
号
）
を
次
の
よ
う
に
廃
止
す
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

   

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
宇
部
市
職
員
の
懲
戒
免
除
及
び
宇
部
市
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
く

債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職
員
の
懲
戒
免
除
及
び
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除
に

関
し
、
今
後
、
条
例
を
適
用
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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議
案
第
二
十
五
号 

 
宇
部
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
条
例
第
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

第
一
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項
」
に
、

「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に

改
め
る
。 附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

3
1



 

 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
趣
旨
） 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二

第
一
項 

 
 
 

の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長
若
し
く
は

市
の
委
員
会
の
委
員
若
し
く
は
委
員
又
は
市
の
職

員
（
同
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
賠
償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
を
除

く
。
以
下
「
市
長
等
」
と
い
う
。
）
の
市
に
対
す

る
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
一
部
を
免
れ
さ
せ
る

こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二

の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長
若
し
く
は

市
の
委
員
会
の
委
員
若
し
く
は
委
員
又
は
市
の
職

員
（
同
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
賠
償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
を
除

く
。
以
下
「
市
長
等
」
と
い
う
。
）
の
市
に
対
す

る
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
一
部
を
免
れ
さ
せ
る

こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

（
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
） 

（
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
） 

第
二
条 

市
は
、
市
長
等
の
市
に
対
す
る
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
、
市
長
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き

善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
市
長

等
が
賠
償
の
責
任
を
負
う
額
か
ら
、
市
長
等
に
係

る
基
準
給
与
年
額
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
三
条
第
一

項
第
一
号 

 
 
 

に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
等
の
基
準
給
与
年
額
を
い
う
。
）
に
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
市
長
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得

た
額
に
つ
い
て
免
れ
さ
せ
る
。 

第
二
条 
市
は
、
市
長
等
の
市
に
対
す
る
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
を
、
市
長
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き

善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
市
長

等
が
賠
償
の
責
任
を
負
う
額
か
ら
、
市
長
等
に
係

る
基
準
給
与
年
額
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
三
条
の
四

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
等
の
基
準
給
与
年
額
を
い
う
。
）
に
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
市
長
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得

た
額
に
つ
い
て
免
れ
さ
せ
る
。 

 

3
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議
案
第
四
十
八
号 

 
宇
部
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

第
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
八
千
九
百
円
」
を
「
九
千
百
円
」
に
改
め
る
。 

別
表
中
「
一
二
、
四
四
〇
円
」
を
「
一
二
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
三
二
〇
円
」
を
「
一

三
、
三
五
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
六
七
〇
円
」
を
「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
五
五
〇

円
」
を
「
一
一
、
六
五
〇
円
」
に
、
「
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
九
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
九
、
七

九
〇
円
」
を
「
九
、
九
五
〇
円
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
宇
部
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
宇
部
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
損
害
補
償
」
と
い
う
。
）

並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
同
条
例
第
四
条
第
三

号
に
規
定
す
る
傷
病
補
償
年
金
、
同
条
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
障
害
補
償
年
金
及
び
同
条
第
六

号
イ
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
傷
病
補
償
年
金
等
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
損
害
補
償
（
傷
病
補
償
年
金
等
を

除
く
。
）
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
同
日
前
の
期
間
に
係
る
傷
病
補
償
年
金

等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百

三
十
五
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
補
償
基
礎
額
） 

（
補
償
基
礎
額
） 

第
五
条 

第
五
条 

２ 

２ 

二 

消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し

く
は
水
防
従
事
者
又
は
応
急
措
置
従
事
者
（
以

下
「
消
防
作
業
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
が
消

防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に

協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾

病
に
か
か
り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、

若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措

置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し

く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の

状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
八
千
九
百
円
と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得

て
い
る
収
入
の
日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
万
四
千
二
百
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
若
し

く
は
水
防
従
事
者
又
は
応
急
措
置
従
事
者
（
以

下
「
消
防
作
業
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
が
消

防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に

協
力
し
、
又
は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾

病
に
か
か
り
、
又
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、

若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し
、
又
は
応
急
措

置
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
若
し

く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
障
害
の

状
態
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
九
千
百
円 

 

と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
、
そ
の
者
の
通
常
得

て
い
る
収
入
の
日
額
に
比
し
て
公
正
を
欠
く
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
万
四
千
二
百
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
を
増
額
し
た
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

別
表 

別
表 

補
償
基
礎
額
表
（
第
五
条
関
係
） 

補
償
基
礎
額
表
（
第
五
条
関
係
） 

階
級 

勤
務
年
数 

一
〇
年
未
満 

一
〇
年
以
上

二
〇
年
未
満 

二
〇
年
以
上 

団
長
及

び
副
団

長 

一
二
、
四
四

〇
円 

一
三
、
三
二

〇
円 

一
四
、
二
〇
〇

円 

分
団
長

及
び
副

分
団
長 

一
〇
、
六
七

〇
円 

一
一
、
五
五

〇
円 

一
二
、
四
四
〇

円 

部
長
、

班
長
及

び
団
員 

八
、
九
〇
〇

円 

九
、
七
九
〇

円 

一
〇
、
六
七
〇

円 

 

階
級 

勤
務
年
数 

一
〇
年
未
満 

一
〇
年
以
上

二
〇
年
未
満 

二
〇
年
以
上 

団
長
及

び
副
団

長 

一
二
、
五
〇

〇
円 

一
三
、
三
五

〇
円 

一
四
、
二
〇
〇

円 

分
団
長

及
び
副

分
団
長 

一
〇
、
八
〇

〇
円 

一
一
、
六
五

〇
円 

一
二
、
五
〇
〇

円 

部
長
、

班
長
及

び
団
員 

九
、
一
〇
〇

円 

九
、
九
五
〇

円 

一
〇
、
八
〇
〇

円 
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 【要 旨】 

  非常勤消防団員に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、所要の整備

を行うもの。 

 

 【内 容】 

  ① 消防団員の補償基礎額を次のとおり改める。 

   補償基礎額表 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）内書は現行の補償基礎額である。 

 

  ② 消防作業従事者の補償基礎額を８，９００円から９，１００円に改める。 

  

 【施行日】 

  令和６年４月１日 

 

 【経過措置】 

  改正後の宇部市消防団員等公務災害補償条例の規定は、令和６年４月１日以後に支

給すべき事由の生じた消防団員に係る損害補償及び同日前に支給すべき事由の生じ

た同日以後の期間に係る傷病補償年金等について適用し、同日前に支給すべき事由の

生じた損害補償（傷病補償年金等に除く。）及び同日前に支給すべき事由の生じた同

日前の期間に係る傷病補償年金等については、なお従前の例による。 

 

階級 

勤 務 年 数 

１０年未満 
１０年以上 

２０年未満 
２０年以上 

団長及び 

副団長 

１２，５００円  

(１２，４４０円) 

１３，３５０円  

(１３，３２０円) 

１４，２００円  

 

分団長及び 

副分団長 

１０，８００円  

(１０，６７０円) 

１１，６５０円  

(１１，５５０円) 

１２，５００円  

(１２，４４０円) 

部長、班長 

及び団員 

９，１００円  

(８，９００円) 

９，９５０円  

(９，７９０円) 

１０，８００円  

(１０，６７０円) 

議案第 48号 

  宇部市消防団員等公務災害補償条例中一部改正の件（概要） 

 



議
案
第
五
十
三
号 

 

宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

令
和
六
年
三
月
五
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   

附
則
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控
除
額
等
の
特
例
） 

第
五
条
の
二 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
選
択
に
よ
り
、
法
附
則
第
四
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す

る
特
例
損
失
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
損
失
金
額
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に

は
、
特
例
損
失
金
額
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
災
害
関
連
支
出
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項

に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
支
出
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
「
損
失
対
象
金
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
に
お
い
て
生
じ
た
法

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
損
失
の
金
額
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ

れ
た
金
額
に
係
る
当
該
損
失
対
象
金
額
は
、
そ
の
者
の
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
分
で
当
該
損

失
対
象
金
額
が
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
市
民
税
に
係
る
こ
の
条
例
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
損
失
対
象
金
額
が
生
じ
た
年
に
お
い
て
生
じ
な
か
つ
た
も
の

と
み
な
す
。 

２ 

前
項
前
段
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
た
金
額
に
係
る

損
失
対
象
金
額
の
う
ち
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
と
生
計
を
一
に
す
る
令
第
四
十
八

条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
親
族
の
有
す
る
法
附
則
第
四
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
資
産
に

つ
い
て
受
け
た
損
失
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
親
族
資
産
損
失
額
」
と
い
う
。
）
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
親
族
資
産
損
失
額
は
、
当
該
親
族
の
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
分
で
当
該

親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
市
民
税
に
係
る
こ
の
条

例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
に
お
い
て
生
じ
な
か
つ

た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
分
の
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提

1



出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
確
定
申
告
書
を

含
む
。
）
に
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の

申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
場

合
を
含
む
。
）
に
限
り
、
適
用
す
る
。 

附
則
第
六
条
中
「
附
則
第
四
条
の
四
第
三
項
」
を
「
附
則
第
四
条
の
五
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五

年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
に
係

る
雑
損
控
除
額
等
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

附 

則 

（
個
人
の
市
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税
の
範
囲
等
） 

第
五
条 

附 

則 

（
個
人
の
市
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税
の
範
囲
等
） 

第
五
条 

  

（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控
除

額
等
の
特
例
） 

第
五
条
の
二 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
選
択
に
よ

り
、
法
附
則
第
四
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
特

例
損
失
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
損

失
金
額
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
例

損
失
金
額
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
災
害
関
連

支
出
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
申

告
書
の
提
出
の
日
の
前
日
ま
で
に
支
出
し
た
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
損

失
対
象
金
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
令
和
五

年
に
お
い
て
生
じ
た
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
損
失
の
金
額
と
し
て
、
こ

の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
控
除
さ
れ
た
金
額
に
係
る
当
該
損
失
対
象
金

額
は
、
そ
の
者
の
令
和
七
年
度
以
後
の
年
度
分
で

当
該
損
失
対
象
金
額
が
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
分
の
市
民
税
に
係
る
こ
の
条
例

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
損
失
対
象
金

額
が
生
じ
た
年
に
お
い
て
生
じ
な
か
つ
た
も
の
と

み
な
す
。 

２ 

前
項
前
段
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
た
金
額
に
係
る
損
失

対
象
金
額
の
う
ち
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

た
者
と
生
計
を
一
に
す
る
令
第
四
十
八
条
の
六
第

一
項
に
規
定
す
る
親
族
の
有
す
る
法
附
則
第
四
条

の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
資
産
に
つ
い
て
受
け
た

損
失
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
親
族
資

産
損
失
額
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

親
族
資
産
損
失
額
は
、
当
該
親
族
の
令
和
七
年
度

以
後
の
年
度
分
で
当
該
親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ

3



 

た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
市
民

税
に
係
る
こ
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
親
族
資
産
損
失
額
が
生
じ
た
年
に
お
い

て
生
じ
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
分
の
第
三
十

六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申

告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
市
民
税
の
納

税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た

も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
三
十
六

条
の
三
第
一
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
）
に
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記

載
が
あ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載

が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
と
市
長
が
認
め
る
場
合
を
含
む
。
）
に
限
り
、

適
用
す
る
。 

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
つ
た
場
合

の
医
療
費
控
除
の
特
例
） 

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
つ
た
場
合

の
医
療
費
控
除
の
特
例
） 

第
六
条 

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第

四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ

い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に
よ
り
、
同
条
中
「
同

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
（
第
二

号
を
除
く
。
）
」
と
、
「
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
ま

で
並
び
に
法
附
則
第
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
百
十
四
条

の
二
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」

と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

第
六
条 

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第

四
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ

い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に
よ
り
、
同
条
中
「
同

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
（
第
二

号
を
除
く
。
）
」
と
、
「
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
ま

で
並
び
に
法
附
則
第
四
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
百
十
四
条

の
二
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」

と
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 
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議
案
第
二
十
号 

 
宇
部
市
公
文
書
等
管
理
条
例
制
定
の
件 

 

宇
部
市
公
文
書
等
管
理
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   
 

 

宇
部
市
公
文
書
等
管
理
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
） 

第
二
章 

公
文
書
の
管
理 

第
一
節 

文
書
の
作
成
（
第
四
条
） 

第
二
節 

公
文
書
の
整
理
等
（
第
五
条
―
第
十
条
） 

第
三
章 

特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
、
利
用
等
（
第
十
一
条
―
第
二
十
八
条
） 

第
四
章 

公
文
書
等
管
理
委
員
会
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
四
条
） 

第
五
章 

雑
則
（
第
三
十
五
条
―
第
三
十
七
条
） 

附
則 

 
 

第
一
章 

総
則 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
市
の
諸
活
動
や
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る
公
文
書
等
が
、
市
民
共
有

の
知
的
資
源
で
あ
り
、
か
つ
、
市
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公

文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
、
特

定
歴
史
公
文
書
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図
り
、
も
っ
て
市
政
が
適
正
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
市
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
市
民
に
説
明
す
る
責
務

が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
実
施
機
関
」
と
は
、
市
長
、
公
営
企
業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会
を
い

う
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得

し
た
文
書
、
図
面
、
写
真
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
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に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

あ
っ
て
、
当
該
実
施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当
該
実
施
機
関
が
保
有

し
て
い
る
も
の
（
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
が
現
に
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は

手
段
に
よ
り
紙
媒
体
に
印
刷
可
能
な
も
の
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。 

一 

法
令
、
条
例
そ
の
他
の
規
程
に
よ
り
公
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
縦
覧
又
は
謄
本
、
抄
本
等

の
交
付
の
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
文
書 

二 

図
書
館
そ
の
他
の
市
の
機
関
が
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
管
理
し
て
い

る
図
書
、
資
料
、
刊
行
物
そ
の
他
の
公
文
書 

三 

特
定
歴
史
公
文
書 

３ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
歴
史
公
文
書
」
と
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
を
い
う
。 

４ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
特
定
歴
史
公
文
書
」
と
は
、
歴
史
公
文
書
の
う
ち
、
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
市
長
が
引
き
続
き
保
存
す
る
も
の
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
に
移

管
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。 

５ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
等
」
と
は
、
公
文
書
及
び
特
定
歴
史
公
文
書
を
い
う
。 

（
他
の
法
令
等
と
の
関
係
） 

第
三
条 

公
文
書
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
法
令
又
は
他
の
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 
 

 

第
二
章 

公
文
書
の
管
理 

 
 

 
 

第
一
節 

文
書
の
作
成 

第
四
条 

実
施
機
関
の
職
員
は
、
第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、
当
該
実
施
機
関
に
お

け
る
経
緯
も
含
め
た
意
思
決
定
に
至
る
過
程
並
び
に
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付

け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
を

除
き
、
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
二
節 

公
文
書
の
整
理
等 

（
公
文
書
の
整
理
等
） 

第
五
条 

実
施
機
関
の
職
員
が
公
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
当
該
実
施
機
関
は
、

市
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
文
書
に
つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
す
る
と
と
も

に
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

実
施
機
関
は
、
能
率
的
な
事
務
又
は
事
業
の
処
理
及
び
公
文
書
の
適
切
な
保
存
に
資
す
る
よ

う
、
単
独
で
管
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
公
文
書
を
除
き
、
適
時
に
、
相
互
に
密

接
な
関
連
を
有
す
る
公
文
書
（
保
存
期
間
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

を
一
の
集
合
物
（
以
下
「
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。
）
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
実
施
機
関
は
、
市
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
公
文
書

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
す
る
と
と
も
に
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
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す
る
日
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
実
施
機
関
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
し
た
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満

了
す
る
日
を
、
市
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
及
び
単
独
で
管
理
し
て
い
る
公
文
書
（
以
下
「
公
文
書
フ

ァ
イ
ル
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
（
延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
延
長
後

の
保
存
期
間
。
以
下
同
じ
。
）
の
満
了
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
、
保
存
期
間
が
満
了
し

た
と
き
の
措
置
と
し
て
、
歴
史
公
文
書
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
引
き
続
き
保
存
の
措
置

（
市
長
以
外
の
実
施
機
関
に
あ
っ
て
は
、
市
長
へ
の
移
管
の
措
置
）
を
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に

あ
っ
て
は
廃
棄
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
公
文
書
の
保
存
） 

第
六
条 

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
当
該
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
期

間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
、
そ
の
内
容
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状
況
等
に
応
じ
、
適
切
な
保

存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、
適
切
な
記
録
媒
体
に
よ
り
、
識
別

を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
） 

第
七
条 

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、
市
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、
保
存
期
間
、
保
存
期
間
の
満
了
す
る

日
及
び
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
宇
部
市
情
報
公
開
条
例

（
平
成
十
二
年
条
例
第
三
号
。
以
下
「
情
報
公
開
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
非

公
開
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
帳
簿
（
以
下
「
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
」
と
い

う
。
）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

実
施
機
関
は
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
つ
い
て
、
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
取
扱
い
） 

第
八
条 

市
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
第
五
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
定
め
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
保
存
し
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

市
長
以
外
の
実
施
機
関
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
第
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
に
基
づ
き
、
市
長
に
移
管
し
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

市
長
以
外
の
実
施
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
に
移
管
す
る
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に

つ
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
利
用
の
制
限
を

行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
状
況
の
報
告
等
） 

第
九
条 

市
長
以
外
の
実
施
機
関
は
、
公
文
書
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
市
長
に
報
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告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
市
長
は
、
毎
年
度
、
実
施
機
関
に
お
け
る
公
文
書
の
管
理
の
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概

要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
市
長
以
外
の
実
施
機
関
に
対
し
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
、

そ
の
状
況
に
関
す
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
実
地
調
査
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
公
文
書
管
理
規
程
） 

第
十
条 

実
施
機
関
は
、
公
文
書
の
管
理
が
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
三
章 

特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
、
利
用
等 

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
等
） 

第
十
一
条 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る

に
至
る
場
合
を
除
き
、
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
、
保
存
状
態
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状

況
等
に
応
じ
、
適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、
適
切
な

記
録
媒
体
に
よ
り
、
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
に
個
人
情
報
（
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当

該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
当
該
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

市
長
は
、
市
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
名
称
、
保
存
期
間
が
満

了
し
た
時
点
に
お
け
る
実
施
機
関
の
名
称
、
引
き
続
き
保
存
し
、
又
は
移
管
を
受
け
た
時
期
そ

の
他
の
特
定
歴
史
公
文
書
の
適
切
な
保
存
を
行
い
、
及
び
適
切
な
利
用
に
資
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
記
載
し
た
目
録
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
を
請
求
す
る
権
利
） 

第
十
二
条 

何
人
も
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
長
に
対
し
て
特
定
歴
史
公
文
書

の
利
用
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
請
求
及
び
そ
の
取
扱
い
） 

第
十
三
条 

市
長
は
、
そ
の
保
存
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
第
十
一
条
第
四
項
の
目
録
の

記
載
に
従
い
利
用
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
が
引
き
続
き
保
存
の
措
置
（
市
長
以
外
の
実
施
機
関
に
あ
っ
て
は
、

市
長
へ
の
移
管
の
措
置
）
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
に
次
に
掲
げ

る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合 

イ 

情
報
公
開
条
例
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報 

ロ 

情
報
公
開
条
例
第
七
条
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
情
報 

二 

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
の
原
本
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
原
本
が
破
損
し
、
若

し
く
は
汚
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
市
長
に
お
い
て
当
該
原
本
が
現
に
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合 

２ 

市
長
は
、
前
項
の
利
用
の
請
求
（
以
下
「
利
用
請
求
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
歴
史
公
文

書
が
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
歴
史

公
文
書
が
公
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
て
か
ら
の
時
の
経
過
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
に
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
意
見
を
参
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

市
長
は
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
部
分
を
容
易
に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
利
用
請
求
を
し
た
者

（
以
下
「
利
用
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
を
利
用
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
に
有
意
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
本
人
情
報
の
取
扱
い
） 

第
十
四
条 

市
長
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
情
報

に
よ
り
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
本
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
当

該
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
利
用
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

市
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
の
提
示
又
は
提
出
が
あ
っ
た

と
き
は
、
本
人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ

て
い
る
場
合
を
除
き
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
請
求
の
手
続
） 

第
十
五
条 

利
用
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
の
所
在
地
並
び
に
法
人
そ
の
他

の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

二 

第
十
一
条
第
四
項
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
当
該
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
名 

 

称 
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三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
規
則
で
定
め
る
事
項 

（
利
用
請
求
に
対
す
る
決
定
） 

第
十
六
条 

市
長
は
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
全
部
又
は
一
部
を
利
用
さ
せ
る
と

き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項

を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
決
定
が
利
用
請
求

に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
一
部
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
併
せ
て
そ
の
理

由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

市
長
は
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
全
部
を
利
用
さ
せ
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

の
決
定
を
し
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
決
定
等
の
期
限
） 

第
十
七
条 

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
決
定
（
以
下
「
利
用
決
定
等
」
と
い
う
。
）
は
、
利
用

請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
利
用
請
求

が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
限
度
と
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
長
は
、
利
用
請
求
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
延
長
後
の

期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
） 

第
十
八
条 

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
市
及
び
利
用
請
求
者
以
外
の
者
（
以
下
「
第

三
者
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
市
長
は
、
利
用
決
定
等
を

す
る
に
当
た
っ
て
、
当
該
情
報
に
係
る
第
三
者
に
対
し
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書

の
名
称
そ
の
他
市
規
則
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。 

２ 

市
長
は
、
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
を
さ
せ
よ

う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
が
情
報
公
開
条
例
第
七
条
第
二
号
ハ
又
は
第
三
号
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
情
報
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
に
先
立

ち
、
当
該
第
三
者
に
対
し
、
利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
名
称
そ
の
他
市
規
則
で
定

め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
第
三
者
の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

市
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
第
三
者
が
当
該

特
定
歴
史
公
文
書
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
た
意
見
書
を
提
出
し
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
決
定
の

日
と
利
用
さ
せ
る
日
と
の
間
に
少
な
く
と
も
二
週
間
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
市
長
は
、
そ
の
決
定
後
直
ち
に
、
当
該
意
見
書
（
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に

1
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お
い
て
「
反
対
意
見
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
第
三
者
に
対
し
、
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定

を
し
た
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
利
用
さ
せ
る
日
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
の
方
法
） 

第
十
九
条 
市
長
が
特
定
歴
史
公
文
書
を
利
用
さ
せ
る
場
合
は
、
文
書
、
図
面
又
は
写
真
に
つ
い

て
は
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
そ
の
種
別
、
情
報
化
の
進
展

状
況
等
を
勘
案
し
て
市
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
閲
覧
の
方
法
に
よ
り
特

定
歴
史
公
文
書
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
に
支
障
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
写
し

を
閲
覧
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
費
用
負
担
） 

第
二
十
条 

特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
に
係
る
手
数
料
は
、
無
料
と
す
る
。 

２ 

特
定
歴
史
公
文
書
の
写
し
の
交
付
又
は
送
付
を
受
け
る
利
用
請
求
者
は
、
当
該
写
し
の
交
付

又
は
送
付
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
規
定
の
適
用
除
外
） 

第
二
十
一
条 

利
用
決
定
等
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行

政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
本
文
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。 

（
審
査
請
求
に
係
る
諮
問
） 

第
二
十
二
条 

利
用
決
定
等
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、

市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
宇
部
市
公
文
書
等
管
理
委
員
会

に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

審
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
り
、
却
下
す
る
場
合 

二 

裁
決
で
、
審
査
請
求
の
全
部
を
認
容
し
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
全

部
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
場
合
（
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
に
つ
い
て
、
反
対
意

見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
及
び
行
政
不
服
審
査
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
参
加
人
意
見
書
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
当
該
参
加
人
意
見
書

に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。
） 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
宇
部
市
公
文
書
等
管
理
委
員
会
へ
の
諮
問
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
九

条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
弁
明
書
及
び
同
法
第

三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
反
論
書
並
び
に
参
加
人
意
見
書
の
写
し
（
反
論
書
又
は
参
加
人
意

見
書
の
写
し
に
あ
っ
て
は
、
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
限
る
。
）
を
添
え
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
） 

第
二
十
三
条 

第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
裁
決
を
す
る

1
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場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

一 
第
十
六
条
第
一
項
の
決
定
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
却
下
し
、
又
は
棄
却
す

る
裁
決 

二 

審
査
請
求
に
係
る
利
用
決
定
等
を
変
更
し
、
当
該
利
用
決
定
等
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書

を
利
用
さ
せ
る
旨
の
裁
決
（
第
三
者
で
あ
る
行
政
不
服
審
査
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す

る
参
加
人
（
以
下
単
に
「
参
加
人
」
と
い
う
。
）
が
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
を
利
用
さ
せ
る

こ
と
に
反
対
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
） 

（
利
用
の
促
進
） 

第
二
十
四
条 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
（
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に
供

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
実
施
機
関
に
よ
る
利
用
の
特
例
） 

第
二
十
五
条 

第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
歴
史
公
文
書
を
引
き
続
き
保
存

し
、
又
は
移
管
し
た
実
施
機
関
が
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
当
該
特

定
歴
史
公
文
書
に
つ
い
て
利
用
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。 

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
廃
棄
） 

第
二
十
六
条 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
が
重
要
で
な
く
な
っ

た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
保
存
及
び
利
用
の
状
況
の
公
表
） 

第
二
十
七
条 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
そ

の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
等
規
則
） 

第
二
十
八
条 

市
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
が
第
十
一
条
か
ら
第
二
十

条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
定
め
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 
 

 

第
四
章 

公
文
書
等
管
理
委
員
会 

（
宇
部
市
公
文
書
等
管
理
委
員
会
） 

第
二
十
九
条 

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
審

議
さ
せ
る
た
め
、
宇
部
市
公
文
書
等
管
理
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

委
員
会
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
市
の
公
文
書
管
理
制
度
の
運
営
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
実
施
機
関
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

委
員
会
は
、
委
員
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 
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４ 

委
員
は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
任
命
す
る
。 

５ 
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。 

６ 

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同

様
と
す
る
。 

（
委
員
会
へ
の
諮
問
） 

第
三
十
条 

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

こ
の
条
例
（
第
三
十
四
条
を
除
く
。
）
に
基
づ
く
規
則
又
は
規
程
の
制
定
又
は
改
廃
の
立

案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

二 

第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
廃
棄
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
。 

（
委
員
会
の
調
査
権
限
） 

第
三
十
一
条 

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
に
対
し
、
審
査
請
求
の
あ
っ

た
利
用
決
定
等
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
何
人
も
、
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
の
公
開
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

２ 

市
長
は
、
委
員
会
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な

ら
な
い
。 

３ 

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
に
対
し
、
審
査
請
求
の
あ
っ
た
利
用
決

定
等
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
の
内
容
を
委
員
会
の
指
定
す
る
方
法

に
よ
り
分
類
し
、
又
は
整
理
し
た
資
料
を
作
成
し
、
委
員
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

審
査
請
求
人
、
参
加
人
及
び
市
長
（
以
下
「
審
査
請
求
人
等
」
と
い
う
。
）
に
意
見
若
し
く
は

説
明
又
は
意
見
書
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
、
適
当
と
認
め
る
者
に
事
実
を
陳
述

さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
意
見
の
陳
述
等
） 

第
三
十
二
条 

委
員
会
は
、
審
査
請
求
人
等
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
人
等

に
、
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
、
又
は
意
見
書
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。 

（
提
出
資
料
の
写
し
の
送
付
等
） 

第
三
十
三
条 

委
員
会
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意

見
書
又
は
第
三
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

資
料
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し
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た
書
面
）
を
当
該
意
見
書
又
は
資
料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
以
外
の
審
査
請
求
人
等
に
送

付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
を
す
る
と
き
は
、
当
該
送
付
に
係
る
意
見
書
又
は
資

料
を
提
出
し
た
審
査
請
求
人
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
そ

の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

審
査
請
求
人
及
び
参
加
人
は
、
市
長
に
対
し
、
市
長
が
委
員
会
に
提
出
し
た
意
見
書
又
は
資

料
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
長
は
、
第
三
者
の
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
閲

覧
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。 

４ 

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
の
日
時
及
び
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
規
則
へ
の
委
任
） 

第
三
十
四
条 

第
二
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

第
五
章 

雑
則 

（
出
資
法
人
等
の
文
書
の
管
理
） 

第
三
十
五
条 

市
が
出
資
そ
の
他
財
政
上
の
援
助
を
行
う
法
人
で
あ
っ
て
市
長
が
定
め
る
も
の
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
管
理
者
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二

第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
い
う
。
）
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
管

理
す
る
公
の
施
設
（
同
法
第
二
百
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
の
施
設
を
い
う
。
）
の
管

理
に
関
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
研
修
） 

第
三
十
六
条 

実
施
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
実
施
機
関
の
職
員
に
対
し
、
公
文
書
の
管
理
を

適
正
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
研
修
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
委
任
） 

第
三
十
七
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
規
則
等
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
九
条
、
第
三

十
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
準
備
行
為
） 
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第
二
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
公

文
書
若
し
く
は
公
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
「
施
行
日
前
公
文
書
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
実

施
機
関
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
保
存
期
間
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
定

め
ら
れ
た
保
存
期
間
と
み
な
す
。 

２ 

施
行
日
前
公
文
書
等
に
つ
い
て
の
第
五
条
第
五
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
保
存
期
間
（
延

長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
延
長
後
の
保
存
期
間
。
以
下
同
じ
。
）
の
満
了
前
の
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
保
存
期
間
（
延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
延
長
後
の

保
存
期
間
）
の
満
了
前
に
」
と
す
る
。 

３ 

施
行
日
前
公
文
書
等
に
つ
い
て
の
第
七
条
第
一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
保
存
期
間
、
保

存
期
間
の
満
了
す
る
日
及
び
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
」
と

あ
る
の
は
、
「
保
存
期
間
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
」
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
実
施
機
関
が
保
存
し
て
い
る

公
文
書
の
う
ち
、
保
存
期
間
が
既
に
三
十
年
を
経
過
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
実
施

機
関
が
引
き
続
き
公
文
書
と
し
て
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
除
き
、
特
定
歴
史

公
文
書
と
み
な
す
。 

（
宇
部
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

宇
部
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
（
昭
和
二
十
二
年
条
例
第
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

第
一
条
中
第
七
十
三
号
を
第
七
十
四
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
七
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

二
十 

公
文
書
等
管
理
委
員
会
委
員 

 
 

別
表
中 

「 

文
化
振
興
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「 

文
化
振
興
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員 

公
文
書
等
管
理
委
員
会
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「
説
明
」 

 

公
文
書
の
適
正
な
管
理
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図
る
た
め
、
公
文

を に
改
め
る
。 
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書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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二
十
八 

二
十
九 

二
十
九 

三
十 

三
十 

三
十
一 

三
十
一 

三
十
二 

三
十
二 

三
十
三 

三
十
三 

三
十
四 

三
十
四 

三
十
五 

三
十
五 

三
十
六 

三
十
六 

三
十
七 

三
十
七 

三
十
八 

三
十
八 

三
十
九 

三
十
九 

四
十 

四
十 

四
十
一 

四
十
一 

四
十
二 

四
十
二 

四
十
三 

四
十
三 

四
十
四 

四
十
四 

四
十
五 

四
十
五 

四
十
六 

四
十
六 

四
十
七 

四
十
七 

四
十
八 

四
十
八 

四
十
九 

四
十
九 

五
十 

五
十 

五
十
一 
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五
十
一 

五
十
二 

五
十
二 

五
十
三 

五
十
三 

五
十
四 

五
十
四 

五
十
五 

五
十
五 

五
十
六 

五
十
六 

五
十
七 

五
十
七 

五
十
八 

五
十
八 

五
十
九 

五
十
九 

六
十 

六
十 

六
十
一 

六
十
一 

六
十
二 

六
十
二 

六
十
三 

六
十
三 

六
十
四 

六
十
四 

六
十
五 

六
十
五 
六
十
六 

六
十
六 

六
十
七 

六
十
七 

六
十
八 

六
十
八 

六
十
九 

六
十
九 

七
十 

七
十 

七
十
一 

七
十
一 

七
十
二 

七
十
二 

七
十
三 

七
十
三 

七
十
四 

別
表
（
第
二
条
、
第
六
条
関
係
） 

別
表
（
第
二
条
、
第
六
条
関
係
） 

区
分 

報
酬 

費
用
弁
償 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

旅
費
条
例
別
表
第

二
号
の
職
務
に
あ

る
者
の
旅
費
相
当

額 

 
 

 
 

 
 

日
額 

五
、

〇
〇
〇
円 

  

文
化
振
興
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
委
員 

      
 

 
 

 
 

 

区
分 

報
酬 

費
用
弁
償 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

旅
費
条
例
別
表
第

二
号
の
職
務
に
あ

る
者
の
旅
費
相
当

額 

 
 

 
 

 
 

日
額 

五
、

〇
〇
〇
円 

  

文
化
振
興
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
委
員 

公
文
書
等
管
理
委

員
会
委
員 
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議案第２０号 

宇部市公文書等管理条例制定の件 

 

【目 的】 （第１条） 

市の諸活動や歴史的事実の記録である公文書等が、市民共有の知的資源であり、かつ、

市民が主体的に利用し得るものであるという考えのもと、公文書等の管理に関する基本

的事項を定める。そのことにより、公文書の適正な管理、特定歴史公文書の適切な保存

及び利用等を図り、市政が適正に運営されるとともに、市の有するその諸活動を市民に

説明する責務が果せるよう条例を定めるもの。 

 

【概 要】  

〇条例で定める主な内容  

ア 定義 （第２条） 

(ｱ)公文書 

実施機関の職員が職務上作成し、又は取得した文書、図面及び電磁的記録であって、 

当該実施機関の職員が組織的に用いるものとして、当該実施機関が保有しているもの。 

※令和６年度中に公文書の定義に関する指針を策定 

(ｲ)歴史公文書 

歴史資料として重要な公文書（原則保存期限が 30 年となるもの） 

(ｳ)特定歴史公文書 

歴史公文書のうち、保存期間が満了したときの措置として、市長が引き続き保存する 

もの及び市長に移管されたもの。 

 

イ 公文書の管理 （第４条～第 10条） 

(ｱ)作成・整理・保存・廃棄 

意思決定に至る過程等について文書を作成し、保存期間の設定・保存期間が満了した 

ときの措置（保存・廃棄）の定めをしたうえで、保存期間が満了する日までの間、適切 

に保存しなければならない。 

※公文書の永年保存がなくなり、保存期間は全て有期となる。 

現 行：１年、３年、５年、10年、永年 

制定後：１年、３年、５年、10年、30年 



※保存期限に達する段階で、選別作業（特定歴史公文書として永久に保存すべき 

ものか、廃棄すべきものかの決定）をしなければならない。 

(ｲ)管理状況の報告 

毎年度、公文書の管理状況について概要を公表しなければならない。 

 

ウ 特定歴史公文書の保存、利用等 (第 11条～第 28条) 

(ｱ)保存 

原則永久に保存しなければならない。 

(ｲ)利用請求 

 何人も、利用の請求をすることができ、利用請求があった場合には、個人情報を含む 

等の制限事由に該当する場合を除き、利用できる。 

 

エ 公文書等管理委員会 （第 29条～第 34条） 

 公文書等の管理に関する重要事項についての意見聴取及び特定歴史公文書の利用に 

関する審査請求の諮問等を行うため、宇部市公文書等管理委員会を設置する。 

 

【施行日】  

令和７年４月１日（ただし、第 29条、第 30条及び附則４条は令和６年４月１日） 

※第 29条･･･公文書等管理委員会の設置 

 第 30条･･･公文書等管理委員会への諮問 

 附則 4条･･･公文書等管理委員会の報酬 

 

 

 

 



議
案
第
二
十
一
号 

 
宇
部
市
情
報
公
開
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
二
月
二
十
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

第
二
条
第
二
項
中
「
決
裁
若
し
く
は
供
覧
又
は
記
録
管
理
の
意
思
決
定
の
手
続
が
終
了
し
」
を

「
当
該
実
施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

三 

宇
部
市
公
文
書
等
管
理
条
例
（
令
和
六
年
条
例
第 
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特

定
歴
史
公
文
書 

第
五
条
第
一
項
中
「
市
民
に
限
り
」
を
「
何
人
も
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
の
規
定
（
同
条
第
二
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
は
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
作
成
し
、
又
は
取
得
す
る
公
文

書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
第
五
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
公
文
書
の
公
開
請
求
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
公
文
書
の
公
開
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

「
説
明
」 

 

広
く
市
の
保
有
す
る
情
報
を
公
開
す
る
た
め
公
文
書
の
公
開
の
請
求
者
に
関
す
る
規
定
を
改
正

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
定
義
） 

（
定
義
） 

第
二
条 

第
二
条 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
実
施

機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た

文
書
、
図
面
、
写
真
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的

方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た

記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
決
裁

若
し
く
は
供
覧
又
は
記
録
管
理
の
意
思
決
定
の
手

続
が
終
了
し
、
当
該
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る

も
の
（
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
が

現
に
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
手
段
に
よ
り
紙

媒
体
に
印
刷
可
能
な
も
の
）
を
い
う
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
公
文
書
」
と
は
、
実
施

機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た

文
書
、
図
面
、
写
真
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的

方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た

記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該

実
施
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し

て 
 
 
 
 
 
 
 

、
当
該
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い
る

も
の
（
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
が

現
に
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
手
段
に
よ
り
紙

媒
体
に
印
刷
可
能
な
も
の
）
を
い
う
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。 

二 

二 

 

三 

宇
部
市
公
文
書
等
管
理
条
例
（
令
和
六
年
条

例
第 

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定

歴
史
公
文
書 

（
公
文
書
の
公
開
を
請
求
で
き
る
も
の
） 

（
公
文
書
の
公
開
を
請
求
で
き
る
も
の
） 

第
五
条 

市
民
に
限
り
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
実
施
機
関
に
対
し
て
、
公
文
書
の
公

開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
五
条 

何
人
も 

 
 
 

、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
実
施
機
関
に
対
し
て
、
公
文
書
の
公

開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
以
外
の
も

の
で
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害
関
係
を

有
す
る
も
の
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
目
的
に
よ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
民
と
み
な
す
。 
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議案第２１号 

宇部市情報公開条例中一部改正の件 

 

【要 旨】 
市の保有する情報を広く公開するため、公文書の公開の請求者に関する規定

を改正するとともに、その他所要の整備を行うもの。 

 

【改正内容】 

■第２条第２項…「公文書」の定義の改正 

旧 新 

実施機関の職員が職務上作成し、
又は取得した文書、図面、写真及
び電磁的記録であって、決裁若し
くは供覧又は記録管理の意思決定
の手続が終了し、当該実施機関が
保有しているものをいう。 
ただし、次に掲げるものを除く。 

⑴、⑵ 略 

実施機関の職員が職務上作成し、
又は取得した文書、図面、写真及
び電磁的記録であって、当該実施
機関の職員が組織的に用いるもの
として、当該実施機関が保有して
いるものをいう。 
ただし、次に掲げるものを除く。 

⑴、⑵ 略 

⑶ 宇部市公文書等管理条例（令
和六年条例第 号）第二条第四
項に規定する特定歴史公文書 

※令和６年度中に公文書の定義に関する指針を策定 

 

 ■第５条…公文書公開請求権者の改正 

旧 新 

１ 市民に限り、この条例の定め
るところにより、実施機関に対
して、公文書の公開を請求する
ことができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、市
民以外のもので実施機関が行う
事務事業に利害関係を有するも
のは、第一条に規定する目的に
よると認められるときは、市民
とみなす。 

１ 何人も、この条例の定めると
ころにより、実施機関に対し
て、公文書の公開を請求するこ
とができる。 

 

 

【施行日】 
 令和７年４月１日 

 



議案第４１号 

 

山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び 

共同処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更 

について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、令和

６年４月１日から、山口県市町総合事務組合に萩・長門清掃一部事務組合を加入

させ、山口県市町総合事務組合規約（平成１８年指令平１８市町第８１５号）第

３条第８号及び同条第１１号に規定する事務を共同処理する団体に、萩・長門清

掃 一部 事務組 合を 加え るこ と並び にこ れに 伴い 山口県 市町 総合 事務 組合規 約を

以下のとおり変更することについて関係地方公共団体と協議するため、地方自治

法第２９０条の規定により市議会の議決を求める。  

令和６年２月２０日提出  
 

宇部市長   篠  﨑  圭  二  

 

 

山口県市町総合事務組合規約の一部を改正する規約  

別表第１中「、柳井地区広域消防組合、周東環境衛生組合、玖珂地方老人福祉

施設組合、田布施・平生水道企業団、熊南総合事務組合、周南東部環境施設組合、

周南地区衛生施設組合、周南地区福祉施設組合、光地区消防組合、柳井地域広域

水道企業団、岩国地区消防組合、宇部・山陽小野田消防組合、山口県後期高齢者

医療広域連合、山口県市町総合事務組合」を「、周南地区福祉施設組合、玖珂地

方老人福祉施設組合、周東環境衛生組合、田布施・平生水道企業団、熊南総合事

務組合、周南地区衛生施設組合、柳井地区広域消防組合、光地区消防組合、岩国

地区消防組合、周南東部環境施設組合、柳井地域広域水道企業団、山口県市町総

合事務組合、山口県後期高齢者医療広域連合、萩・長門清掃一部事務組合、宇部・

山陽小野田消防組合」に改める。  

別表第２の２の項中「、周東環境衛生組合、玖珂地方老人福祉施設組合」を「、

玖珂地方老人福祉施設組合、周東環境衛生組合」に改め、同表の６の項中「、柳

143



井地区広域消防組合、周東環境衛生組合、玖珂地方老人福祉施設組合、田布施・

平生水道企業団、熊南総合事務組合、周南東部環境施設組合、周南地区衛生施設

組合、周南地区福祉施設組合、光地区消防組合、柳井地域広域水道企業団、岩国

地区消防組合、山口県後期高齢者医療広域連合、山口県市町総合事務組合」を「、

周南地区福祉施設組合、玖珂地方老人福祉施設組合、周東環境衛生組合、田布施・

平生水道企業団、熊南総合事務組合、周南地区衛生施設組合、柳井地区広域消防

組合、光地区消防組合、岩国地区消防組合、周南東部環境施設組合、柳井地域広

域水道企業団、山口県市町総合事務組合、山口県後期高齢者医療広域連合」に改

め、同表の８の項中「、柳井地区広域消防組合、周東環境衛生組合、玖珂地方老

人福祉施設組合、熊南総合事務組合、周南東部環境施設組合、周南地区衛生施設

組合、周南地区福祉施設組合、光地区消防組合、宇部・山陽小野田消防組合、山

口県後期高齢者医療広域連合、山口県市町総合事務組合」を「、周南地区福祉施

設組合、玖珂地方老人福祉施設組合、周東環境衛生組合、熊南総合事務組合、周

南地区衛生施設組合、柳井地区広域消防組合、光地区消防組合、周南東部環境施

設組合、山口県市町総合事務組合、山口県後期高齢者医療広域連合、萩・長門清

掃一部事務組合、宇部・山陽小野田消防組合」に改め、同表の１１の項中「下関

市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、岩国市、光市、長門市、柳井市、

美祢市、周南市、山陽小野田市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生

町、阿武町、柳井地区広域消防組合、周東環境衛生組合、玖珂地方老人福祉施設

組合、田布施・平生水道企業団、熊南総合事務組合、周南東部環境施設組合、周

南地区衛生施設組合、周南地区福祉施設組合、光地区消防組合、柳井地域広域水

道企業団、岩国地区消防組合、宇部・山陽小野田消防組合、山口県市町総合事務

組合」を「山口県内の全市町、周南地区福祉施設組合、玖珂地方老人福祉施設組

合、周東環境衛生組合、田布施・平生水道企業団、熊南総合事務組合、周南地区

衛生施設組合、柳井地区広域消防組合、光地区消防組合、岩国地区消防組合、周

南東部環境施設組合、柳井地域広域水道企業団、山口県市町総合事務組合、萩・

長門清掃一部事務組合、宇部・山陽小野田消防組合」に改める。  

附  則  

この規約は、令和６年４月１日から施行する。  
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議案第４１号 

山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び共同処理 

する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更について 

 

 

要 旨 

本市が加入している山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加 

及び共同処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更を行うもの。 

 

１ 改正理由 

(1) 萩・長門清掃一部事務組合が、山口県市町総合事務組合に加入すること。 

(2) 公平委員会事務を共同処理する団体及び行政不服審査会事務を共同処理する 

団体に、萩・長門清掃一部事務組合を加えること。 

 

２ 施 行 日 

令和６年４月１日 


